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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　特定のユーザに対して公開されたアドレスと、複数のユーザを含む特定のグループに対
して公開されたアドレスと、全てのユーザに対して公開されたアドレスとを含む複数のア
ドレスを記憶可能な記憶手段と、
　前記記憶手段に記憶された前記複数のアドレスから選択された少なくとも１つのアドレ
スにデータを送信する送信手段と、
　前記記憶手段に記憶された少なくとも１つのアドレスを表示手段に表示するよう制御す
る表示制御手段とを備え、
　前記表示制御手段は、前記データ送信装置にログインしたユーザからアドレスを表示す
るための指示を受け付けた場合に、前記ログインしたユーザに対して公開されたアドレス
を前記表示手段に表示し、前記ログインしたユーザに対して公開されたアドレスが表示さ
れた状態で、前記ログインしたユーザから前記ログインしたユーザが属するグループに対
して公開されたアドレスを表示するための指示を受け付けた場合に、前記ログインしたユ
ーザが属するグループに対して公開されたアドレスを前記表示手段に表示するよう制御す
ることを特徴とするデータ送信装置。
【請求項２】
　前記表示制御手段は、前記ログインしたユーザに対して公開されたアドレスが表示され
た状態で、前記ログインしたユーザから更に前記全てのユーザに対して公開されたアドレ
スを表示するための指示を受け付けた場合に、前記全てのユーザに対して公開されたアド
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レスを前記表示手段に表示するよう制御することを特徴とする請求項１記載のデータ送信
装置。
【請求項３】
　前記表示制御手段は、ゲストユーザが前記データ送信装置にログインしている状態で、
前記ゲストユーザからアドレスを表示するための指示を受け付けた場合に、前記全てのユ
ーザに対して公開されたアドレスを前記表示手段に表示するよう制御することを特徴とす
る請求項１又は２記載のデータ送信装置。
【請求項４】
　前記記憶手段に新たなアドレスを登録する登録手段をさらに有し、
　前記登録手段は、前記新たなアドレスを、前記ログインしたユーザに対して公開された
アドレスとして登録するか、前記ログインしたユーザが属するグループに対して公開され
たアドレスとして登録するか、または、前記全てのユーザに対して公開されたアドレスと
して登録するかを、前記ログインしたユーザによる選択に従って決定することを特徴とす
る請求項１乃至３のいずれか１項に記載のデータ送信装置。
【請求項５】
　前記登録手段は、前記ログインしたユーザが属するグループが特定できない場合に、前
記新たなアドレスを、前記ログインしたユーザに対して公開されたアドレスとして登録す
るか、または、前記全てのユーザに対して公開されたアドレスとして登録するかを、前記
ログインしたユーザによる選択に従って決定することを特徴とする請求項４に記載のデー
タ送信装置。
【請求項６】
　特定のユーザに対して公開されたアドレスと、複数のユーザを含む特定のグループに対
して公開されたアドレスと、全てのユーザに対して公開されたアドレスとを含む複数のア
ドレスを記憶手段に記憶する記憶工程と、
　前記記憶手段に記憶された前記複数のアドレスから選択された少なくとも１つのアドレ
スにデータを送信する送信工程と、
　前記記憶手段に記憶された少なくとも１つのアドレスを表示手段に表示するよう制御す
る表示制御工程とを有し、
　前記表示制御工程では、前記データ送信装置にログインしたユーザからアドレスを表示
するための指示を受け付けた場合に、前記ログインしたユーザに対して公開されたアドレ
スを前記表示手段に表示し、前記ログインしたユーザに対して公開されたアドレスが表示
された状態で、前記ログインしたユーザから前記全てのユーザに対して公開されたアドレ
スを表示するための指示を受け付けた場合に、前記ログインしたユーザが属するグループ
に対して公開されたアドレスを前記表示手段に表示するよう制御することを特徴とするデ
ータ送信装置の制御方法。
【請求項７】
　請求項６に記載の制御方法を、データ送信装置に実行させるためのコンピュータに読み
取り可能なプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、データ送信装置、データ送信装置の制御方法、及びプログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、デジタル複合機等の画像処理装置により任意の宛先に対してスキャンした文書を
電子化して電子メールで送信する機能や、ファイル送信（ＳＭＢ送信等）する機能が提供
されている。
【０００３】
　また、宛先の情報（サーバ名、ユーザー名、アドレス、パスワード等）を送信する都度
入力することは不便であることから、宛先を画像処理装置内のアドレス帳に予め登録して
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おき、送信時にはアドレス帳から宛先を選択するだけで簡単に送信可能となっている。
【０００４】
　さらに、デジタル複合機等の画像処理装置は複数のユーザーが共有して使用することか
ら、個人用のアドレス帳を登録可能とすることで更なる操作性の向上を図っている（例え
ば、特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００６－０４２２６４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、個人用のアドレス帳と全ユーザーが使用可能な共有のアドレス帳を共に
使用可能になると、個人用のアドレス帳と共有のアドレス帳が混在して表示されてしまう
。このため、個人用のアドレス帳に入っている宛先だけを使用したい場合でも共有のアド
レス帳の宛先も表示されてしまうことでユーザーの操作性が低下するという問題が発生す
る。
【０００７】
　本発明は、上記問題に鑑みて成されたものであり、データ送信装置にログインしたユー
ザからの指示に基づいて、表示するアドレスを切り替え可能なデータ送信装置、データ送
信装置の制御方法、及びプログラムを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記目的を達成するために、本発明のデータ送信装置は、特定のユーザに対して公開さ
れたアドレスと、複数のユーザを含む特定のグループに対して公開されたアドレスと、全
てのユーザに対して公開されたアドレスとを含む複数のアドレスを記憶可能な記憶手段と
、前記記憶手段に記憶された前記複数のアドレスから選択された少なくとも１つのアドレ
スにデータを送信する送信手段と、前記記憶手段に記憶された少なくとも１つのアドレス
を表示手段に表示するよう制御する表示制御手段とを備え、前記表示制御手段は、前記デ
ータ送信装置にログインしたユーザからアドレスを表示するための指示を受け付けた場合
に、前記ログインしたユーザに対して公開されたアドレスを前記表示手段に表示し、前記
ログインしたユーザに対して公開されたアドレスが表示された状態で、前記ログインした
ユーザから前記ログインしたユーザが属するグループに対して公開されたアドレスを表示
するための指示を受け付けた場合に、前記ログインしたユーザが属するグループに対して
公開されたアドレスを前記表示手段に表示するよう制御することを特徴とする。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明によれば、データ送信装置にログインしたユーザからの指示に基づいて表示する
アドレスを切り替え、当該ログインしたユーザに対して公開されたアドレスや、ログイン
したユーザが属するグループに対して公開されたアドレスを表示することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】本発明の第１の実施形態に係る画像処理装置が接続されたネットワーク環境の概
略構成を示す図である。
【図２】図１の画像処理装置の概略構成を示すブロック図である。
【図３】第１の実施形態に係る画像処理装置にて実行されるログインユーザーの宛先表示
処理の一例を示すフローチャートである。
【図４】（ａ）～（ｃ）は操作部に表示されるアドレス帳表示画面の一例を示す図である
。
【図５】画像処理装置にて実行されるログインユーザーの宛先登録処理の一例を示すフロ
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ーチャートである。
【図６】（ａ）、（ｂ）は操作部に表示される宛先登録画面の一例を示す図である。
【図７】グループ情報が登録されたテーブル情報の一例を示す図である。
【図８】送信宛先がどのユーザー／グループに対して公開しているかを示すテーブル情報
の一例を示す図である。
【図９】第２の実施形態に係る画像処理装置にて実行されるログインユーザーの宛先公開
処理の一例を示すフローチャートである。
【図１０】操作部に表示される警告画面の一例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　以下、本発明の実施の形態を図面を参照して詳細に説明する。
【００１２】
　［第１の実施形態］
　図１は、本発明の第１の実施形態に係る画像処理装置が接続されたネットワーク環境の
概略構成を示す図である。
【００１３】
　図１において、画像処理装置１０３，１０５は、スキャンした原稿を電子化する機能と
、ネットワーク１０４上のファイル共有サーバ１０１やメールサーバ１０２に送信する機
能を備える。
【００１４】
　図２は、図１の画像処理装置１０３の概略構成を示すブロック図である。なお、画像処
理装置１０５は、画像処理装置１０３と同じ構成であり、その説明は省略する。
【００１５】
　ＣＰＵ２０１は、ＲＯＭ２０９に格納されたプログラムを、ＲＡＭ２０８にロードする
ことによって画像処理装置全体の動作を制御する。また、ＣＰＵ２０１は、バス２０２を
介して画像処理装置内の各部と通信を行う。操作部２０６は、ユーザーが指示を行うため
の各種のキーやボタン類を備える操作部と、ユーザーに通知すべき各種情報を表示する表
示部を含む。
【００１６】
　スキャナ部２０５は、ユーザーが原稿台（不図示）にセットした原稿上の画像をカラー
画像として読み取る画像読取部である。また、スキャナ部２０５は、原稿給送装置を含み
、原稿給送装置にセットされた複数枚の原稿を順次原稿台上に給送して、画像読み取りを
行うことも可能である。スキャナ部２０５によって得られた電子化データ（画像データ）
は、ＨＤＤ２０３、ＲＡＭ２０８等に格納される。ＨＤＤ２０３は、ハードディスクを含
むハードディスクドライブであり、画像データや各種ユーザーデータ（アドレス帳等）を
格納する。
【００１７】
　プリンタ部２０４は、スキャナ部２０５でスキャンした画像データに基づく画像を、記
録紙（シート）上に印刷する印刷部である。ネットワークＩ／Ｆ２０７は、所定の通信方
式によりネットワーク１０４に接続し、スキャナ部２０５でスキャンした画像データをネ
ットワーク上のファイル共有サーバ１０１やメールサーバ１０２へ送信する。ＦＡＸ２１
０は、電話回線を介して電子データ（画像データ）の送受信を行う。
【００１８】
　次に、画像処理装置１０３にて実行されるログインユーザーの宛先表示処理について図
３を参照して説明する。
【００１９】
　図３において、ＣＰＵ２０１は、ユーザーから操作部２０６を介してアドレス帳の表示
指示を受け付けると（ステップＳ３０１）、ユーザーが画像処理装置１０３にログインし
ている状態か否かを判定する（ステップＳ３０２）。ステップＳ３０２では、ＣＰＵ２０
１はログイン状態判定手段として機能する。ログイン状態でないと判定した場合、ＣＰＵ



(5) JP 6165290 B2 2017.7.19

10

20

30

40

50

２０１は、ＨＤＤ２０３に格納されている１つまたは複数のアドレス帳の全ての宛先から
、図４（ｃ）に示すようなアドレス帳表示画面６００を生成して操作部２０６に表示する
（ステップＳ３０６）。ステップＳ３０６ではＣＰＵ２０１は第２の表示制御手段として
機能する。ここで表示される宛先については、公開が可能なもののみをアドレス帳から取
得して表示する構成であってもよい。また、ログイン状態でないと判定した場合に、ゲス
トユーザーがログインしている状態と判断し、ＣＰＵ２０１が、ゲストユーザーに対して
公開が許可されている宛先を取得して操作部２０６に表示するようにしてもよい。
【００２０】
　ステップＳ３０２においてログイン状態であると判定した場合、ＣＰＵ２０１は、ＨＤ
Ｄ２０３に格納されているアドレス帳から、ログインしているユーザーの個人用の宛先の
みを取得する（ステップＳ３０３）。次に、ＣＰＵ２０１は、ログインユーザーの個人用
の宛先に対応する表示用アイコン（アイコン画像）をＨＤＤ２０３から取得する（ステッ
プＳ３０４）。この個人用の宛先に対応する表示用アイコンは、ログインユーザーの個人
用の宛先がアドレス帳に登録される際に登録できるものとする。
【００２１】
　次に、ＣＰＵ２０１は、ステップＳ３０３で取得したユーザー個人の宛先情報と、ステ
ップＳ３０４で取得したユーザー個人用の宛先に対応する表示用アイコンから、図４（ａ
）に示すようなアドレス帳表示画面６００を生成する。そして、操作部２０６に表示して
（ステップＳ３０５）、本処理を終了する。ステップＳ３０５ではＣＰＵ２０１は第１の
表示制御手段として機能する。
【００２２】
　アドレス帳表示画面６００には、公開種別６０１、名称６０２、送信宛先６０３、メニ
ュー６０４、スクロールボタン６０５、キャンセルボタン６０６、ＯＫボタン６０７、宛
先登録ボタン６０８等が配置されている。これらは、タッチパネル等の画面上に表示され
、表示箇所をタッチすることにより操作が可能となっている。
【００２３】
　公開種別６０１には、宛先の公開先を示す公開先情報と、当該公開先情報に対応する特
有のアイコン画像とが表示される。「個人」と表示されたものは、該当する宛先がユーザ
ー個人に対して公開されている状態であることを示す。「グループ」と表示されたものは
、該当する宛先がグループに対して公開されている状態であることを示す。「ＡＬＬ」と
表示されたものは、該当する宛先が全てのユーザー個人、グループに対して公開されてい
る状態であることを示す。なお、図示例では、「ＡＬＬ」の場合には特有のアイコン画像
が表示されていないが、特有のアイコン画像を表示するようにしてもよい。また、アイコ
ン画像は、図示例のデザインに限定されるものでなく、個人、グループ、全てがユーザー
に識別しやすく、認識し易いデザインであることが好ましい。
【００２４】
　名称６０２には、宛先の名称が表示される。宛先の名称には、ファイル共有サーバ１０
１内のフォルダ名、会社名等が含まれる。送信宛先６０３には、アドレス帳に登録されて
いる宛先情報が表示される。この宛先情報には、例えば、ファイル共有サーバ１０１内の
パス、メールアドレス、ＦＡＸ番号等が含まれる。スクロールボタン６０５は、一度に表
示しきれない複数の宛先情報をスクロールして表示させるための操作ボタンである。宛先
登録ボタン６０８は、後述する宛先の登録を行うためのボタンである。
【００２５】
　メニュー６０４は、公開種別６０１に応じて、宛先をフィルタリング表示するためのも
のであり、個人、グループ、全てのいずれかを選択可能に構成される。なお、ユーザーが
ログインしている状態で宛先表示が行われた場合、図４（ａ）のように、ログインユーザ
ーの個人用の宛先のみがデフォルトで表示されるが、メニュー６０４の「個人」が選択さ
れても図４（ａ）のアドレス帳表示画面６００に切り替わるものとする。
【００２６】
　図４（ａ）に示すアドレス帳表示画面６００上でメニュー６０４の「グループ」が選択
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されると、図４（ｂ）に示すように、ユーザーが属するグループに対して公開されている
宛先が表示される画面に切り替わる。このとき、ＣＰＵ２０１は表示切り替え手段として
機能する。公開種別が「グループ」の場合は、「個人」とは異なるアイコン画像が表示さ
れる。このように、操作部２０６に表示された個人用の宛先を、個人用の宛先以外の宛先
に切り替えて表示が行われる。
【００２７】
　また、メニュー６０４の「全て」が選択されると、図４（ｃ）に示すように、ログイン
ユーザーの個人用の宛先、グループに公開されている宛先、全てのユーザーに公開されて
いる宛先の全てが表示される画面に切り替わる。このとき、ＣＰＵ２０１は表示切り替え
手段として機能する。そして、図示のように、宛先が公開先毎に表示するアイコン画像が
異なるので、公開種別で「全て」が選択された場合でも、宛先の公開先を一目で判別可能
となり、ユーザーの使い勝手が向上する。
【００２８】
　図３の処理により、ユーザーがログインしている状態で宛先表示が行われた場合は、ロ
グインユーザーの個人用の宛先のみがデフォルトで表示され、その他の宛先は表示されな
くなるので、ユーザーの操作性が向上する。
【００２９】
　次に、画像処理装置１０３にて実行されるログインユーザーの宛先登録処理について図
５を参照して説明を行う。
【００３０】
　図５において、ＣＰＵ２０１は、ユーザーから操作部２０６を介してログイン要求を受
け付け、ログイン処理を実行する（ステップＳ４０１）。ログイン要求、ログイン処理に
ついては一般的な操作、処理であってよい。
【００３１】
　次に、ＣＰＵ２０１は、アドレス帳表示画面６００上の宛先登録ボタン６０８の選択に
より宛先登録指示を受け付けると、図６（ａ）に示すような宛先登録画面を表示するため
の処理を実行する（ステップＳ４０２）。本宛先登録画面においては、Ｉ－ＦＡＸの送信
宛先を登録する画面例を示しているが、その他のファイル送信（ＳＭＢ／ＦＴＰ／Ｗｅｂ
ＤＡＶ等）、Ｅ－Ｍａｉｌ、ＦＡＸ宛先等に対しても同様に適応可能である。
【００３２】
　ＣＰＵ２０１は、ステップＳ４０２で宛先登録画面表示指示を受信すると、ＨＤＤ２０
３に格納されている、図７に示すようなテーブル情報８００からログインユーザーのグル
ープ情報を取得する（ステップＳ４０３）。
【００３３】
　テーブル情報８００は、ユーザーのユーザー名８０１と、当該ユーザーが所属するグル
ープのグループ名８０２とが対となった状態で管理されている。ＣＰＵ２０１は、ログイ
ンユーザーのユーザー名を取得した後に、テーブル情報８００から該当するユーザー名を
検索した後に、対応するグループ名の取得を行う。例えば、ユーザー名が「ｕｓｒ１」の
場合は、グループ名は「ｇｒｏｕｐ１」となる。ユーザーによっては、グループに所属し
ていな場合もあるため、その場合のグループ名は空となる（「ｕｓｒ２」，「ｕｓｒ５」
がそれに該当する）。
【００３４】
　図５のステップ４０４では、ＣＰＵ２０１は、テーブル情報８００からグループ情報（
グループ名）の取得ができたか否かを判断する。グループ名が取得できた場合、ＣＰＵ２
０１は、図６（ａ）に示すような宛先登録画面７００を操作部２０６に表示して（ステッ
プＳ４０５）、本処理を終了する。
【００３５】
　宛先登録画面７００には、公開先選択ボタン７０１、宛先登録欄７０２、定型文の登録
欄７０３、キャンセルボタン７０４、ＯＫボタン７０５等が配置されている。これらは、
タッチパネル等の画面上に表示され、表示箇所をタッチすることにより操作が可能となっ
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ている。
【００３６】
　公開先選択ボタン７０１は、公開先として、「自分のみ」、「グループ」、「全て」の
いずれかを選択可能に構成される。宛先登録欄７０２には、ユーザーが登録すべきファイ
ル共有サーバ１０１内のパス、メールアドレス、ＦＡＸ番号等の宛先情報が入力される。
定型文の登録欄７０３は、よく使う文章の入力の手間を省くために、予め文章を登録する
ことができる機能を有する。Ｉ－ＦＡＸは電子メールに近いため、ユーザーがテキスト入
力した任意の文字をメール本文として送信することができる。デバイスによっては、ユー
ザーが毎回テキスト入力する手間を軽減させるために、使用頻度の高い文章を定型文とし
て登録可能にする機能を備えたものがある。なお、定型文の登録欄７０３は、省略されて
いてもよい。
【００３７】
　公開先選択ボタン７０１で「自分のみ」が選択された場合、宛先登録欄７０２に登録さ
れた宛先情報は、図３で説明したように、ユーザーのログイン時にのみ公開される。そし
て、登録された宛先情報は、登録したユーザーにしか使用できない宛先となり、他人が使
用することはできなくなる。
【００３８】
　公開先選択ボタン７０１で「グループ」が選択された場合、宛先登録欄７０２に登録さ
れた宛先情報は、図４（ｂ）に示すように、公開種別が「グループ」の場合に公開される
。そして、登録された宛先情報は、ユーザー自身が属しているグループのメンバーしか使
えない宛先となる。例えば、ｕｓｒ１が宛先登録画面７００において公開先選択ボタン７
０１で「グループ」を選択した場合は、ｕｓｒ１が属するｇｒｏｕｐ１のユーザーだけが
その宛先を使用することが可能となる。
【００３９】
　さらに、公開先選択ボタン７０１で「全て」が選択された場合、宛先登録欄７０２に登
録された宛先情報は、図４（ｃ）に示すように、公開種別が「全て」の場合に公開される
。そして、登録された宛先情報は、全てのユーザーが使用可能となる。
【００４０】
　図６（ａ）に示す宛先登録画面７００では、ステップＳ４０４でグループ名が取得でき
たことから、公開先選択ボタン７０１のうちのグループボタンが表示される。一方、ステ
ップＳ４０４でグループ名の取得ができなかった場合、ＣＰＵ２０１は、図６（ｂ）に示
すように、公開先選択ボタン７０１のうちのグループボタンを非表示にして、「自分のみ
」、「全て」の２項目を表示する。なお、本実施形態では、グループボタンを非表示にし
たが、グループボタンをグレーアウトさせて当該ボタンを押下できないようにすることも
可能である。
【００４１】
　宛先登録画面７００上で入力された宛先情報と公開先の情報は、図８に示すようなテー
ブル情報９００に登録され、ＨＤＤ２０３に格納される。
【００４２】
　図８は、送信宛先がどのユーザー／グループに対して公開しているかを示すテーブル情
報の一例を示す図である。
【００４３】
　テーブル情報９００において、送信宛先９０１には、宛先登録画面７００上で登録され
た宛先情報が登録される。個人の項目９０２には、送信宛先９０１に登録された宛先情報
がどのユーザーに対して公開しているかを示す情報が登録される。グループの項目９０３
には、送信宛先９０１に登録された宛先情報がどのグループに対して公開しているかを示
す情報が登録される。個人の項目９０２とグループの項目９０３が空の送信宛先について
は、全てのユーザーに公開されている宛先であることを示す。
【００４４】
　第１の実施形態によれば、ユーザーがログインしている状態で宛先表示が行われた場合
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は、ログインユーザーの個人用の宛先のみがデフォルトで表示され、その他の宛先は表示
されなくなるので、ユーザーの操作性が向上する。
【００４５】
　［第２の実施形態］
　次に、本発明の第２の実施の形態に係る画像処理装置について説明する。なお、第２の
実施形態では、図１、図２及び図６～図８が上記第１の実施の形態と同じであり、第１の
実施の形態と同様の部分については同一の符号を用いてその説明を省略する。以下に、上
記第１の実施の形態と異なる点のみを説明する。
【００４６】
　画像処理装置１０３にて実行されるログインユーザーの宛先公開処理について図９を参
照して説明を行う。
【００４７】
　図９において、ＣＰＵ２０１は、宛先登録画面７００上で公開先選択ボタン７０１によ
り宛先の公開先の選択指示を受け付けると（ステップＳ５００）、選択された公開先が「
個人」以外か否かを判定する（ステップＳ５０１）。ステップＳ５０１ではＣＰＵ２０１
は公開先判定手段として機能する。個人であると判定した場合は、ステップＳ５０５に進
む。一方、個人以外の「グループ」または「全て」であると判定した場合は、ステップＳ
５０２へ進む。
【００４８】
　ステップＳ５０２では、ＣＰＵ２０１は、宛先登録欄７０２に登録された宛先情報の中
にユーザー個人に関する情報が混在しているか否かを判定する。ここでいうユーザー個人
に関する情報とは、ファイル送信（ＳＭＢ／ＦＴＰ／ＷｅｂＤＡＶ等）時に必要なユーザ
ー名やパスワード、Ｉ－Ｆａｘ送信等で使用される定型文等が含まれる。ステップＳ５０
２ではＣＰＵ２０１は個人情報判定手段として機能する。
【００４９】
　テップＳ５０２でユーザー個人に関する情報が混在していないと判断した場合、ステッ
プＳ５０５へ進む。一方、ステップＳ５０２でユーザー個人に関する情報が混在している
と判断した場合、ＣＰＵ２０１は、図１０に示すような警告画面１０００を操作部２０６
に表示する（ステップＳ５０３）。警告画面１０００において、「はい」ボタン１００１
が選択された場合、ＣＰＵ２０１は、宛先登録欄７０２に登録された宛先情報をそのまま
テーブル情報９００に登録する（ステップＳ５０５）。
【００５０】
　一方、警告画面１０００において、「いいえ」ボタン１００２が選択された場合、ＣＰ
Ｕ２０１は、宛先登録欄７０２に登録された宛先情報をクリアにして、宛先登録画面７０
０に戻る（ステップＳ５０６）。
【００５１】
　第２の実施形態によれば、個人用の宛先をグループや全ての人に公開しようとする場合
に、ユーザー個人に関する情報が入ったまま公開されることを防ぐことが可能となるため
、宛先公開時のセキュリティが向上する。
【００５２】
　また、本発明は、以下の処理を実行することによっても実現される。即ち、上述した実
施形態の機能を実現するソフトウェア（プログラム）を、ネットワーク又は各種記憶媒体
を介してシステム或いは装置に供給し、そのシステム或いは装置のコンピュータ（または
ＣＰＵやＭＰＵ等）がプログラムを読み出して実行する処理である。
【符号の説明】
【００５３】
１０３，１０５　画像処理装置
２０１　ＣＰＵ
２０３　ＨＤＤ
２０６　操作部
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２０７　ネットワークＩ／Ｆ
６００　アドレス帳表示画面
７００　宛先登録画面
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